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民
年
金

度
の

止
申

手
続
さ

血
栓
早
J
A

り

皆

さ

ん

、

老

人

、

身

体

障

害

者

、

母

子

家

庭

の

方

達

に

国

か

ら

お

金

が

も

ら

え

る

と

い

う

お

話

し

を

お

聞

き

に

な

り

ま

し

た

か

。

そ

れ

は

今

年

の

十

一

月

か

ら

実

施

さ

れ

る

国

民

年

金

制

度

に

よ

る

お

金

が

も

ら

え

る

と

い

う
こ
と
で
す
。

こ

の

国

民

年

金

制

度

と

は

、

皆

さ

ん

が

老

人

に

な

ら

れ

た

り

、

ま

た

身

体

に

大

き

な

障

害

を

生

じ

た

場

合

に

、

国

か

ら

年

金

を

支

給

し

、

皆

さ

ん

の
生
活
の
安
定
を
は
か
ろ
う
と
い
う
制
度
で
す
。

今

年

の

十

一

月

か

ら

年

金

を

支

給

さ

れ

る

た

め

に

は

、

ま

づ

第

一

に

今

年
の
十
一
月
一
日
現
在
で
七
十
才
以
上
の
方
に
老
人
守
福
祉
年
金
が
支
給
さ

れ

、

そ

の

年

金

額

は

一

万

二

千

円

、

第

二

に

、

日

が

見

え

な

い

と

か

両

手

が

な

い

な

ど

身

体

に

大

き

い

障

害

の

あ

る

二

十

才

以

上

の

方

に

障

害

福

祉

年
金
が
支
給
さ
れ
、
年
金
額
は
一
万
八
千
円
で
す
。

第

三

は

、

お

父

さ

ん

が

死

亡

し

お

母

さ

ん

が

中

学

校

を

卒

業

し

て

い

な

い

子

供

を

養

っ

て

お

ら

れ

る

二

十

才

以

上

の

お

方

に

母

子

福

祉

年

金

が

支

給

さ

れ

、

そ

の

年

金

額

は

一

万

二

千

円

で

す

が

、

子

供

さ

ん

が

二

人

以

上

あ

る

場

合

は

一

人

の

子

供

さ

ん

に

つ

い

て

年

額

二

千

四

百

円

、

月

二

百

円

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

こ

の

よ

う

な

年

金

を

も

ら

う

た

め

に

は

裁

定

請

求

書

と

い

う

書

類

を

役

場
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ

の

書

類

に

よ

っ

て

県

か

ら

裁

定

通

知

書

と

国

民

年

金

証

書

が

皆

さ

ん

に

交

付

さ

れ

ま

ず

か

ら

、

こ

れ

を

も

っ

て

指

定

さ

れ

た

郵

便

局

に

行

け

ば

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年

金

は

皆

さ

ん

の

う

ち

皆

が

皆

も

ら

え

る

の

で

は

な

く

、

現

在

思

給

な

ど

を

も

ら

っ

て

い

る

方

や

皆

さ

ん

自

体

の

所

得

が

十

三

万

円

以

上

あ

る

方

な

ど

は

、

支

給

さ

れ

な

い

こ

と

に

な

っ

て

お

り

ま

す

が

、

皆

さ

ん

の

た

め

の

折

角

の

年

金

で

す

か

ら

役

場

で

よ

く

お

話

を

き

か

れ

て

早

く

手

続

を

し

て
下
さ
い
。
役
場
で
は
九
月
一
日
か
ら
受
付
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
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とじか動た行従の護心等れ設ま供なは共県
なてら」すてコ来べの雨にてにれ、い、同民
り行年をけてはる手面対い敢な環老身募生
まう間本あい年たをかしる容い境人寄金部
しこを年いた末め差ら、児せでにやり会、

た。
県
庁
で
は
、
す
で
に
さ
る
七

月
末
よ
り
三
ケ
所
(
本
館
、
別

館
、
議
事
堂
)
に
「
た
す
け
あ

い
箱
」
を
設
置
し
て
、
た
す
け

あ
い
精
神
の
昂
揚
を
は
か
つ
て

い
ま
す
が
、
と
れ
を
九
月
よ
り

県
、
市
町
村
、
県
社
会
福
祉
協

議
会
、
愛
媛
新
聞
社
、
松
山
中

央
放
送
局
等
の
協
力
を
得
て
、

県
下
柑
事
業
所
、
官
庁
、
銀
行
、

会
位
及
び
各
職
場
な
ど
多
人
数

の
出
入
を
す
る
と
こ
ろ
で
、
そ

れ
ぞ
れ
自
発
的
に
設
置
し
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
義
指

物
品
は
、
衣
類
、
日
用
品
、
図

書
、
学
用
品
等
で
、
こ
れ
ら
浄

財
を
集
め
、
養
老
院
.
奏
綾
施

設
等
で
淋
し
い
日
々
を
送
っ
て

い
る
人
々
に
贈
り
、
ま
た
義
指

金
の
拠
出
申
し
出
の
あ
っ
た
場

合
は
、
市
町
村
共
同
募
金
会
で

受
け
入
れ
、
寄
附
者
の
特
別
の

指
定
が
な
い
限
り
は
、
共
同
募

金
ま
た
は
歳
末
た
す
け
る
い
募

金
に
繰
り
入
れ
て
処
理
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
望
ん

で
い
ま
す
。

今年から年聞を通じて
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九
月
十
日
行
わ
れ
た
第
十
一

回
全
日
本
健
康
優
良
児
童
表
彰

会
愛
媛
県
審
査
会
に
女
子
の
部

で
見
事
第
一
位
と
な
ら
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
。

今
村
さ
ん
は
、
今
村
林
吾
氏

の
六
女
長
浜
小
学
校
の
六
年
生

で
す
。い
つ
も
朗
ら
か
で
食
べ
も
の

も
好
ぎ
嫌
い
が
な
く
、
勉
強
も

運
動
も
よ
く
出
来
ま
す
。

次
は
日
本
一
を
競
う
た
め
県

代
表
と
し
て
参
加
し
ま
す
。

自

衛

募

集

， ， 

た
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

妻
は
夫
の
死
亡
当
時
夫
に
よ

っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
た

も
の
で
、
ま
た
子
は
義
務
教

育
終
了
前
で
あ
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
三
に
、
昭
和
三
十
六
年
四

月
一
日
以
後
に
夫
が
死
亡
し

た
場
合
、
妻
が
同
日
に
お
い

て
五
十
才
を
こ
え
る
た
め
、

被
保
険
者
と
さ
れ
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
拠
出
制
の
母
子
年

金
の
支
給
が
行
わ
れ
な
い
と

き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

選
挙
資
絡
調
査
察
に
記
入
し

て
提
出
し
て
頂
か
ね
ば
な
ら
な

い
方
は
名
札
十
四
年
斗
l

二
月
二
十
一

同
川
副
に
生
れ
た
日
本
人
で

あ
っ
て
、

昭
和
三
十
匹
年
戸
月
寸
五
日

凶
刊
か
ら
引
続
き
長
浜
町
に

住
所
を
有
す
る
者
で
あ
り
ま

す。向
叫
制
叶
叫
司
叶
到
叶
入

闘
刊
の
者
を
書
き
落
さ
な
い

よ
う
特
に
注
意
し
て
下
さ
い

官

只
今
防
衛
庁
で
は
陸
上
、
海
一
役
場
で
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

上
、
航
空
白
街
官
の
募
集
を
行
一
。
試
験
を
受
け
や
す
く
す
る

っ
て
お
り
ま
す
。
一
た
め
の
予
備
試
験
に
つ
い
て

て
資
格
満
十
八
才
よ
打
一
二
本
試
験
の
成
績
を
よ
く
す
る

十
五
才
未
満
の
男
子
一
た
め
試
験
内
容
、
受
験
準
備
の

二
、
初
任
給
六
、
四

O
O円
一
指
導
及
び
自
衛
隊
の
内
容
待

(
食
事
、
被
服
、
無
料
貸
与
ニ
遇
、
奨
来
性
な
ど
に
つ
い
て
説

三
、
受
付
期
間
九
月
一
日
よ
一
明
が
あ
り
ま
す
か
ら
気
楽
に
御

り
十
月

γ
日
ま
で
一
利
用
下
さ
い
(
予
備
試
験
の
成

四
、
採
用
試
験
十
月
三
十
二
績
の
よ
い
人
は
本
試
験
の
学
科

日
大
洲
市
公
会
堂
一
試
験
を
免
除
さ
れ
る
と
と
が
あ

五
、
入
隊
期
日
三
十
五
年
一
一
り
ま
す
。
)

月

よ

り

(

高

校

在

学

生

の

受

一

記

験
合
格
者
に
対
し
て
は
三
十
一

1

予
備
試
験
日
時

五
年
三
月
下
旬
よ
り
)
一
十
月
六
日
十
七
時
よ
り

六
、
其
の
他
詳
細
は
市
町
村
一

2

場
所
長
浜
町
役
場
【
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み
ん
な
で
受
け
よ
う

結

核

健

康

診

甑

昔
は
、
結
核
は
、
二
十
才
前
一
長
期
療
養
を
必
要
と
し
て
、
巨

後
の
人
が
か
L
る
よ
う
に
云
わ
一
療
費
も
相
当
重
く
な
り
ま
す
c

れ

て

い

ま

し

た

。

一

こ

れ

か

ら

考

え

て

見

ま

す

と

今
日
で
も
農
村
あ
た
り
で
は
て
い
か
に
早
期
発
見
が
必
要
で

、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
云
わ
れ
一
あ
る
か
が
強
く
考
え
ら
れ
る
の

て
い
る
上
に
、
結
核
は
伝
染
で
一
で
あ
り
ま
す
。

は
な
く
、
遺
伝
だ
と
い
う
よ
う
一
そ
の
早
期
発
見
早
期
治
療
を

な
こ
と
も
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
目
的
と
し
て
左
記
に
よ
り
結
咳

結
核
は
遺
伝
で
は
な
く
伝
染
一
健
康
診
断
を

(
V
Y
ト
グ
γ

病
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
て
最
一
検
査
)
実
施
し
ま
ず
か
ら
町
民

近
は
二
十
才
前
後
の
人
よ
り
も
一
の
皆
さ
ん
こ
ぞ
っ
て
受
け
て
下

四
十
才
か
ら
五
六
十
才
位
の
方
一
さ
い
。

に

多

く

発

病

し

て

い

ま

す

。

死

一

記

亡
率
を
見
ま
し
て
も
、
四
十
才
一
十
月
五
日
午
後
一
時
よ
り
午

か
ら
五
六
十
才
の
人
が
一
番
多
一
後
三
時
迄
沖
浦
(
長
浜
中
学
校

〈
死
亡
し
て
い
る
の
が
現
状
で
一
)

す

。

一

十

月

六

日

午

前

十

時

よ

り

午

給
核
は
長
期
間
の
療
養
を
要
一
後
八
時
迄
長
浜
高
等
学
校
講
堂

す
る
病
気
の
よ
ラ
に
見
え
ま
す
一
十
月
七
日
午
前
十
時
よ
り
午
後

が
、
早
〈
発
見
し
て
早
く
治
療
一
三
時
迄
長
浜
高
等
学
校
講
堂
十

を
受
け
、
正
し
い
療
養
を
す
れ
一
月
八
日
午
後
一
時
よ
り
午
後
三

ば
、
は
や
く
よ
く
な
り
ま
す
。
一
時
迄
長
浜
高
等
学
校
講
堂

結
核
の
初
期
に
は
、
自
覚
症
一
検
診
料
無
料

が
な
い
た
あ
、
そ
の
発
見
が
お
一
但
し
事
業
所
へ
お
勤
の
方

く
れ
が
ち
に
な
り
、
つ
い
に
は
-
は
事
業
所
負
担

日
本
人
の

平
均
寿
命

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
昭

和
二
十
二
年
か
ら
十
一
年
聞
に

十
五
年
も
の
び
て
い
ま
す
c

昨
年
の
平
均
寿
命
は
男
六
十

四
・
九
才
、
女
六
十
九
・
四
才
と

な
っ
て
お
り
、
女
性
の
平
均
寿

命
は
七
十
才
に
今
}
歩
と
近
づ

き
ま
し
た
。

田
和
三
十
二
年
度
と
三
十
三

年
度
の
平
均
寿
命
の
の
び
を
み

ま
す
と
、
男
女
と
も
一

1
了

八
年
の
び
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
年
は
人
生
七
十
才

の
関
門
を
突
破
す
る
も
の
と
み

ら
れ
、
昭
和
十
年
ご
ろ
「
人
生

五
十
年
」
(
男
四
十
六
@
九
才
、

女
四
十
九
e

六
才
)
だ
っ
た
こ

と
を
考
え
て
み
ま
す
と
隔
世
の

感

が

あ

り

ま

す

。

田

平
均
寿
命
は
世
界
的
に
の
び
一

て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
男
七
十
一

一
才
、
女
七
十
三
・
九
才
、
ス
一

エ
1
デ
ン
の
男
七
十
e

五
才
、
一

女
七
十
三
了
四
才
を
筆
頭
に
男
一

女
平
均
が
七
十
才
を
こ
え
て
い
一

る
国
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ィ
ギ
一

リ
ス
、
ウ
ノ
ヱ

l
ル
ス
、
ニ
ュ
1

一

ジ
1
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
な
ど
で
一

す
s

一

特
に
の
び
の
著
し
い
の
は
‘
一

わ
が
国
を
は
じ
め
セ
イ
ロ
ン
一

プ
エ
ル
ト
リ
ゴ
、
メ
キ
ジ
コ
、
一

ブ
ラ
ジ
ル
、
チ
リ
な
ど
で
、
プ
~

エ
ル
ト
リ
コ
は
十
五
年
間
に
二
一

十
二
才
も
の
び
て
お
り
、
日
本
一

は
の
ぴ
方
で
世
界
第
二
位
を
し

め
て
お
り
ま
す
。

基
本
選
挙
人
名
簿
を
つ
く
り
ま
す

「
届
出
を
し
て
下
さ
い
」

句川 マ凪p
-司自由ーーー一一
孟こ~事-、，崎咽同園、，司'国司.

、-..;.....;;..;;..孟-

つ
き
ま
し
て
は
近
日
中
に
、

各
戸
へ
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
選

挙
資
格
調
査
票
を
配
布
致
し
ま

ず
か
ら
裏
面
を
よ
く
読
ん
で
記

入
の
上
、
九
月
二
十
日
ま
で
に

区
長
さ
ん
ま
で
提
出
し
て
下
さ

、ν

毎
九
月
十
五
日
現
在
を
も
っ

て
基
本
選
挙
人
名
簿
を
調
製
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い

と
選
挙
権
は
あ
っ
て
も
投
票
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

必
ず
届
出
て
下
さ
い
。
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作業

533、

第45号

十月果樹

一
、
温
洲
密
柑
の
着
色
促
進
剤

の
搬
布

燐
酸
剤
の
葉
面
撤
布
が
温
州

密
柑
の
肥
大
と
充
実
に
役
立
ち

果
実
の
着
色
促
進
に
も
有
効
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
近
年
と
れ

の
撒
布
が
か
な
り
行
わ
れ
て
い

る
。
本
部
の
よ
う
に
日
照
不
足

F
Z
に
な
り
が
ち
な
上
に
比
較
的
肥

費
一
沃
地
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
温
州

A
J密
柑
は
蒼
色
が
遅
れ
が
ち
に
な

一
り
又
糖
、
酸
度
共
に
強
く
て
収

一
獲
当
初
に
は
ス
ツ
パ
イ
と
云
う

一
定
評
が
あ
る
が
現
在
の
燐
酸
剤

一
の
撒
布
は
こ
れ
等
の
改
良
の
上

の
一
に
無
視
す
る
と
と
は
で
き
な
い

一
(O
撒
布
時
期
及
び
撒
布
濃
度

一
第
一
燐
酸
石
灰
加
用
石
灰
流

一
貫
合
剤
の
撒
布
。

一
第
一
回
H

八
月
下
匂

1
十
月

a

一
上
旬
(
二

o
m着
色
時
)

ま
一
第
二
回
日
十
月
上
匂
1
中
句

i
一
(
五

O
%着
色
時
)

一

用

量

一
第
一
燐
酸
お
灰

O
、
三

Mm

一
石
灰
硫
黄
合
剤
一
五

O
倍

一
展
着
剤
(
水
一
斗
に
五
∞
)

一
O
普
通
温
州

第
一
回
H
十
月
中
匂

l
下
旬

石
灰
硫
黄
合
剤
一

O
O倍

!
一
二

O
倍

展
着
剤
(
水
一
斗
に
五
∞
)

第
三
回
日
十
月
下
匂
!
十
一

月
上
句
石
灰
硫
黄
合
剤
一

O
O倍

1
一
二

O
倍

展
着
剤
(
水
一
斗
に
五
∞
)

尚
溶
解
時
は
第
一
燐
酸
石
灰

を
少
量
の
水
で
溶
き
、
そ
れ
を

所
定
量
の
水
で
う
ず
め
、
そ
の

後
硫
黄
合
剤
を
入
れ
て
最
後
に

展
着
剤
を
加
え
る
事
。

三
、
夏
秋
梢
の
処
理

成
木
に
多
く
夏
秋
梢
が
発
生

し
た
場
合
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
く
と
翌
年
結
果
過
多
と
な
り

隔
年
結
果
を
益
々
増
大
に
す
る

ば
か
り
で
な
く
無
駄
な
養
分
の

消
費
が
行
わ
れ
果
実
の
発
育
も

悪
く
な
る
の
で
、
う
ま
く
努
除

す
る
必
要
が
あ
る
。

極
端
に
多
く
の
夏
芽
が
発
生

し
て
い
る
場
合
は
そ
の
一
部
を

来
年
の
結
果
母
校
に
な
る
様
に

上
部
三
分
一
を
摘
み
取
り
残
り

の
も
の
は
春
芽
と
夏
芽
と
の
墳

の
コ
プ
V
を
残
し
て
橋
取
る
様

に
す
る
と
良
い
。

yヰイ

二
、
早
生
温
州
の
施
肥

早
生
温
州
は
普
通
温
州
に
比

較
し
て
樹
勢
は
お
ち
る
が
極
め

て
豊
産
型
で
あ
る
の
は
普
通
温

州
よ
り
も
一
ヶ
月
近
く
も
早
く

収
間
伐
す
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
樹

に
負
担
を
か
け
な
い
か
ら
で
あ

る
。
従
っ
て
翌
春
の
芽
を
多
く

発
生
さ
す
為
に
は
肥
料
も
早
〈

施
す
必
要
が
あ
る
。

。
施
肥
時
期

施
肥
時
期
は
果
実
収
獲
時
期

に
よ
り
異
な
っ
て
来
る
が
収
穫

完
了
の
二
十
日
前
に
施
用
す
る

が
良
い
。
(
十
月
下
句

1
十
一
月
上
句

。
施
用
量

カ
復
合
肥
料

り
五
袋

四
、
赤
ダ
ニ
の
防
除

ア
カ
ダ
ニ
は
収
穫
前
に
第
二

回
目
の
大
発
生
を
見
る
の
で
こ

の
時
期
に
被
害
を
受
け
な
い
様
一

に
注
意
す
る
事
が
大
切
で
あ
り
一

ま

す

。

一

当
時
期
に
被
害
を
受
け
る
と
一

果
実
の
着
色
が
遅
れ
る
と
共
に
一

鮮
度
も
悪
く
な
り
商
品
価
値
が

低
下
す
る
の
で
九
月
下
匂
J
十

月
上
旬
の
聞
に
テ
デ
才
ン
の
千

倍
液
を
撒
布
す
る
と
良
い
。

(毎月l回発行)

十
ア
ー
ル
当

t⑨ 
長浜町三十四年度米予約状況調

(9月10日現在)
志
田

産

化
器
病
を
起
し
ま
す
か
ら
、
充

分
、
食
慾
と
、
糞
の
状
態
等
を

芳
慮
し
て
相
当
量
を
与
え
ま
し

ょ
う
。
セ

山
羊
9

緬
羊

山
羊
及
び
緬
羊
の
発
情
の
最

援
期
で
す
。
山
羊
は
約
二
十
一

日
、
編
羊
は
、
約
十
七
日
の
週

期
で
繰
返
し
ま
す
。
緬
羊
は
、

山
羊
の
よ
う
に
、
は
っ
き
り
外

部
に
現
は
れ
ま
せ
ん
の
で
陰
部

周
囲
の
毛
を
刈
取
っ
て
か
ら
、

よ
く
注
意
し
牡
を
入
れ
て
み
る

の
が
確
実
で
す
。

カ

鶏
産
卵
不
良
の
も
の
換
羽
の
為

体
の
衰
弱
の
ひ
ど
い
も
の
、
病

気
の
思
わ
し
く
な
い
も
の
な
ど

は
、
思
い
切
っ
て
淘
汰
し
、
更

新
鶏
を
補
充
し
ま
す
c

と
の
頃
は
、
鶏
の
好
む
粒
餌

を
多
給
し
、
糖
を
減
じ
、
動
物

質
を
増
し
ま
し
ょ
う
。

ij 
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研
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族
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記
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福
祉
と
云
ふ
問
題
に
つ
い
て
一
い
〈
現
今
ひ
と
り
福
祉
施
設
を

は
回
舎
よ
り
都
会
の
方
が
そ
の
一
建
設
し
て
い
く
こ
と
は
自
治
行

必
要
を
感
じ
切
実
の
問
題
と
し
一
政
の
逆
流
に
竿
さ
寸
に
に
て
何

て
向
上
促
進
す
る
こ
と
は
だ
れ
一
処
も
財
源
と
ほ
し
き
故
低
調
な

で
も
考
へ
得
る
こ
と
だ
と
恩
は
一
と
と
は
当
然
と
云
へ
ょ
う
・
:
・

れ

る

。

一

し

か

し

よ

く

考

へ

て

見

れ

ば

田
舎
に
お
い
て
完
備
し
た
色
一
い
く
ら
街
路
を
舗
装
し
公
闘
を

々
の
福
祉
施
設
が
出
来
る
こ
と
一
美
化
し
き
れ
い
な
大
き
い
観
光

は
現
在
の
経
済
状
態
で
は
ま
だ
一
ホ
テ
ル
を
弓
設
し
て
も
・
:
も

ま
だ
前
途
遼
遠
の
と
と
と
思
は
一
し
そ
こ
に
浮
浪
者
の
義
を
見
、

れ

る

。

一

小

さ

な

小

供

や

老

人

が

交

通

は

今
度
大
歩
危
小
歩
危
の
俊
剣
一
げ
し
き
街
路
で
遊
び
お
る
を
見

を
通
っ
て
土
佐
路
の
福
祉
設
備
一
れ
ほ
旅
行
者
の
自
に
は
ど
の
よ

を
見
学
し
遇
境
の
地
に
し
て
は
一
う
に
う
つ
る
か
・

a
o

全
く
完
備
し
て
い
る
状
態
を
見
一
折
角
の
美
化
、
建
設
に
よ
る

て
お
ど
ろ
き
入
っ
た
次
第
:
・
。
一
観
光
客
の
ゅ
う
い
ん
も
根
本
か

生
活
の
安
定
し
た
と
こ
ろ
、

7
b
ひ
つ
く
り
か
え
ふ
の
で
は
な

の
ん
び
り
し
た
静
か
な
生
活
の
一
い
か
・
.

し
や
す
い
「
私
は
そ
う
思
っ
て
一
行
政
者
は
こ
ん
な
こ
と
を
考

い
る
」
土
佐
に
こ
れ
だ
け
の
ζ

一
へ
て
は
お
る
の
だ
ろ
う
か
?

と
に
つ
い
て
全
く
明
か
る
く
楽
一
私
は
ふ
と
こ
ん
な
こ
と
を
思
っ

し

い

も

の

だ

っ

た

。

一

て

み

た

。

戦
前
い
わ
ゆ
る
昔
は
あ
ち
ら
一
先
づ
内
部
的
な
福
祉
施
設
の

、
こ
ち
ら
で
浮
浪
者
が
見
受
け
一
建
設
を
計
り
そ
う
し
て
外
部
的

ら
れ
い
や
な
感
じ
を
お
こ
し
た
一
な
観
光
施
設
全
計
る
べ
き
だ
と

も

の

だ

。

一

あ
ら
ゆ
る
自
治
的
な
各
都
市
一
高
知
市
の
都
市
計
画
に
よ
る

は
外
貨
獲
得
?
・
:
観
光
客
ゅ
う
一
街
路
の
整
備
が
そ
の
後
行
は
れ

引
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
瀞
楽
の
一
て
お
る
こ
と
を
見
た
時
こ
ん
な

た
め
の
諸
設
備
、
施
設
を
ど
し
一
こ
と
を
思
っ
て
み
た
。

ど
し
と
建
設
し
、
町
の
美
化
運
一

(
M
委
員
)

動
を
お
と
し
強
力
に
推
進
し
て

人時う達経 わ 親神ば 抗 に二直 11干 I(事|度停月たやQっこかに列車 ⑮ 
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男 男

の道

カ

乳

牛

酷
暑
と
、
蚊
軍
の
襲
来
と
、

飼
料
の
変
敗
と
、
消
化
器
の
機

能
減
退
と
に
悩
ま
さ
れ
た
乳
牛

も
、
よ
う
や
く
健
康
の
増
進
と

能
力
の
向
ょ
の
為
に
、
と
の
絶

好
の
時
機
を
逸
せ
ず
、
や
が
て

来
る
べ
き
厳
寒
期
に
備
え
て
飼

養
管
理
に
万
全
の
努
力
を
し
ま

し
ょ
う
。
気
温
に
充
分
注
意
し

て
、
窓
の
関
関
、
日
夜
の
取
除

き
、
畜
舎
の
破
損
箇
所
の
修
理

等
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
て
下
さ
い
。
又
、
今
月
は
換

毛
期
で
、
感
曹
に
躍
り
易
い
時

期
で
す
e

飼
料
も
青
草
期
か
ら
枯
草
期

に
転
換
す
る
時
期
な
の
で
、
こ

の
転
換
は
除
々
に
行
い
ま
し
ょ

長
)
ノ
。

食
慾
の
秋
で
、
食
慾
も
ぐ
ん

/
¥
と
増
し
て
来
ま
す
が
食
う

に
ま
か
せ
て
多
く
与
え
る
と
消

...f"..，、

号6 

ノV 捨俳壇温-
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トメ

員
」

メ
ー
ト
ル
法
化
し
た

肥
料
の
包
装
重
量

本
年
の
八
月
一
日
(
昭
和
三

十
四
肥
料
年
度
)
か
ら
、
肥
料

の
包
装
重
量
が
改
正
さ
れ
ま
し

た。
け
れ
ど
も
、
八
月
一
日
か
ら

全
面
的
に
切
替
え
ら
れ
る
の
で

は
な
く
、
工
場
の
手
持
や
、
準

備
の
都
合
で
、
来
年
の
七
月
ま

で
は
、
新
ら
し
い
重
量
物
と
、

旧
い
重
量
物
と
が
出
荷
さ
れ
る

と
と
に
な
り
ま
す
が
、
来
年
の

八
月
(
昭
和
三
十
五
肥
料
年
度

)
か
ら
は
、
完
全
に
新
重
量
物

の
み
と
な
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
来
年
の
セ
月
(

昭
和
三
十
四
肥
料
年
度
)
ま
で

は
、
新
旧
両
方
が
出
ま
わ
り
ま

す
か
ら
、
よ
く
区
別
し
て
、
使

い
す
ぎ
な
ど
、
誤
り
の
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

尚
、
新
包
装
重
量
に
お
い
て

は
、
ほ
と
ん
ど
重
量
増
と
な
っ

て
お
り
ま
す
か
ら
、
特
に
注
意

せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意

に
お
い
て
、
主
な
種
類
毎
に
、

新
旧
比
較
表
で
一
示
し
ま
す
と
、

次
表
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

可ヂ横
山
貞
利

井
上
茂
定

官

弁

直

梶
本
福
官
一

市
川
潤
三

中

川

豊

三
井
徳
行

二
宮
義
徳

大
野
武
雄

、専

亡
本
庁

浅

田

留

吉

山
本
ツ
ネ
子

川

崎

季

次

井

上

ヌ

イ

犬
谷
ワ
メ
ヨ

浜

田

笹

市

次

家

栄

子

門
田
キ
V
子

清

水

毅

谷
岡
ツ
ル
ヨ

石

山

ヨ

ν

櫛
生

田

中

鯉

登

高
橋
マ
ス
ヨ
出
海

畑

登

昭

男

中

田

駒

吉

後

藤

カ

ツ

大
和

菊
地
喜
八
郎

谷

本

リ

ン

台
湾

松

本

夏

子

山

本

熊

平

向
井
利
三
郎

安
一
素
一
安

安

塩

硝

石灰チツソ

リ

種類

尿

塩化

硫酸カ

カ

硫

出

(
八
月
居
出
分
)

生
本

庁

長

男

聖

喜

長

女

し

の

ぶ

長

女

美

千

代

四

男

清

則

長

男

裕

英

長

男

健

太

郎

長

男

省

一

三

男

圭

三

二

男

徹

喜
多
灘

長

男

幸

造

長

男

芳

幸

長

男

敏

子

櫛

生

長

男

茂

出

海

長

男

秀

明

長

男

敬

三

大

和
三

男

武

義

二

女

つ

と

み

二

女

良

子

二

男

昭

二

三

女

千

恵

美

長

女

多

恵

美

白

滝
二

男

英

二

四

女

夏

子

五

女

徳

子

長

男

誠

一

長

男

徹

長

男

忠

信

長

女

千

里

死


